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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

お
知
ら
せ

令
和
２
年
12
月
定
例
会
の

あ
ら
ま
し

令
和
２
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月

１
日
か
ら
21
日
ま
で
の
21
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

開
会
日
の
12
月
１
日
に
は
、
ま
ず

市
長
か
ら
「
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
」

の
議
案
１
件
が
提
案
さ
れ
、
委
員
会

審
査
の
後
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

次
に
、
市
長
か
ら
「
米
子
市
行
政

手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用

及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
」
な
ど
の
議
案
25
件

及
び
報
告
３
件
に
つ
い
て
提
案
理
由

の
説
明
及
び
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

12
月
３
日
、
４
日
、
８
日
及
び
９

日
の
４
日
間
は
、
21
人
の
議
員
に
よ

る
市
政
一
般
に
対
す
る
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

10
日
、
11
日
、
14
日
、
15
日
及
び

17
日
の
５
日
間
は
、
議
案
の
審
査
等

の
た
め
、
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。最

終
日
の
21
日
に
は
、
ま
ず
各
委

員
会
の
委
員
長
か
ら
議
案
等
の
審
査

報
告
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
い
ず

れ
も
委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
し
ま

し
た
。

次
に
、
市
長
か
ら
「
令
和
２
年
度

米
子
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
補
正

第
11
回
）
」
の
議
案
１
件
が
提
案
さ

れ
、
委
員
会
審
査
の
後
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
市
長
か
ら
「
人
権
擁
護

委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
」
の

諮
問
１
件
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
審
議
さ
れ
た
案
件
は

別
表
の
と
お
り
40
件
で
、
審
議
結
果

に
つ
い
て
は
、
14
㌻
か
ら
18
㌻
ま
で

の
一
覧
表
の
と
お
り
で
す
。

令
和
２
年
11
月
臨
時
会
の

あ
ら
ま
し

令
和
２
年
11
月
臨
時
会
は
、
11
月

24
日
に
招
集
さ
れ
、
市
長
か
ら
「
米

子
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
及
び
米
子
市
教
育
委
員
会
教

育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
」
な
ど
の
議
案
２
件
が
提
案
さ
れ
、

委
員
会
審
査
の
後
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

別　表
区分 件数
議案 27
諮問 1
報告 3
陳情 9
合計 40

市議会ホームページのご案内
市議会のホームページには、市議会に関するさまざまな情報を掲載しています。
市議会だよりとあわせて、ぜひご覧ください。

●市議会インターネット中継
●本会議、委員会の会議録
●本議会、委員会及び全員協議会の日程
●議員の紹介　　　
●傍聴のご案内
●議長交際費　　　
●政務活動費　
●よくある質問　など

スマートフォン、タブレットからもご覧になれます。

ご利用ください！
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

お
知
ら
せ

門
か ど

脇
わ き

 一
か ず

男
お

 議員
（蒼

そう
生
せい

会
かい

）

ヌ
カ
カ
対
策
に
つ
い
て

■
議
員　
ヌ
カ
カ
の
発
生
抑
制
対
策

と
し
て
始
ま
っ
た
２
年
間
の
彦
名
地

区
に
お
け
る
モ
デ
ル
事
業
の
事
業
内

容
と
検
証
結
果
に
つ
い
て
伺
う
。

■
市
民
生
活
部
長　
彦
名
地
区
の
住

宅
周
辺
の
荒
廃
農
地
に
て
、
石
灰
散

布
、
耕
う
ん
及
び
除
草
作
業
を
行
う

自
治
会
、
ま
た
は
土
地
所
有
者
に
対

し
補
助
事
業
を
実
施
し
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
、
米
子
高

専
に
委
託
し
、
作
業
効
果
の
検
証
を

実
施
し
た
。

■
議
員　
ヌ
カ
カ
の
発
生
抑
制
に
は

ど
の
作
業
方
法
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
か
。

■
市
民
生
活
部
長　
石
灰
散
布
だ
け

で
も
一
定
の
効
果
が
あ
り
、
さ
ら
に

継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
効
果
的

で
あ
る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。

■
議
員　
最
終
年
度
と
な
る
来
年
度

の
モ
デ
ル
事
業
は
ど
の
よ
う
な
も
の

に
な
る
の
か
。

■
市
長　
彦
名
地
区
に
て
駆
除
作
業

に
対
し
て
の
補
助
事
業
を
継
続
し
、

よ
り
効
果
的
な
石
灰
散
布
量
を
検
討

す
る
た
め
の
検
証
試
験
を
実
施
す
る
。

■
議
員　
モ
デ
ル
事
業
終
了
後
は
、

彦
名
地
区
に
と
ど
ま
ら
ず
補
助
対
象

地
域
を
拡
大
し
て
事
業
の
存
続
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

■
市
長　
モ
デ
ル
事
業
終
了
後
は
、

ヌ
カ
カ
の
発
生
及
び
被
害
が
確
認
さ

れ
て
い
る
大
篠
津
町
、
葭
津
、
大
崎
、

和
田
町
、
富
益
町
、
彦
名
町
の
弓
浜

地
区
全
域
及
び
隣
接
す
る
河
崎
、
両

三
柳
、
安
倍
で
の
事
業
を
想
定
し
て

い
る
。
内
容
は
、
今
回
の
モ
デ
ル
事

業
の
検
証
結
果
や
ア
ン
ケ
ー
ト
、
地

元
の
意
見
も
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

■
議
員　
保
育
園
、
小
中
学
校
で
は

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
換
気
を
行
う
が
、

そ
の
際
、
害
虫
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、

早
急
に
網
戸
の
設
置
に
取
り
組
ま
れ

る
よ
う
、
以
前
議
会
か
ら
本
市
に
申

し
入
れ
を
行
っ
た
。
現
状
を
伺
う
。

■
教
育
委
員
会
事
務
局
長　
小
中
学

校
は
、
校
舎
の
長
寿
命
化
改
修
工
事

等
、
各
種
事
業
の
優
先
度
を
踏
ま
え
、

事
業
化
を
判
断
す
る
。

■
こ
ど
も
未
来
局
長　
保
育
園
に
つ

い
て
は
、
弓
浜
地
域
の
全
て
の
公
立

保
育
園
に
網
戸
を
設
置
し
た
。

■
議
員　
小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

教
育
環
境
を
守
る
観
点
か
ら
も
一
日

も
早
い
網
戸
の
設
置
を
要
望
す
る
。

各個質問

１２月定例会では、２１人の議員が各個質問を行いました。

「一般質問」とは、議員が市の一般事務について、市長及び
執行機関に対し質問を行うことです。
「一般質問」には以下の方法があります。
●各個質問：議員が個々の立場で質問を行う
●代表質問：３人以上の議員が所属する会派の代表が行う
●関連質問：代表質問を行った議員と同じ会派の議員が関連し

た質問を行う

紙面の都合上、質問と答弁を要約しています。
詳細は市議会ホームページのインターネット
録画配信、または、会議録をご覧ください。
＊会議録は、議会事務局、各公民館、市立図書
館でもご覧になれます。
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

お
知
ら
せ

戸
と

田
だ

 隆
りゅう

次
じ

 議員
（政

せい
英
えい

会
かい

）

米
子
イ
ン
タ
ー
周
辺
工
業
団
地

に
つ
い
て

■
議
員　
米
子
イ
ン
タ
ー
周
辺
工
業

団
地
に
つ
い
て
は
、
完
売
と
な
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
新
た
な
工
業
団

地
の
整
備
が
必
須
で
あ
り
、
現
工
業

団
地
の
南
東
側
の
用
地
が
最
適
地
と

考
え
る
が
、
工
業
団
地
の
企
業
ニ
ー

ズ
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
提
言
し

て
い
る
用
地
取
得
事
務
に
つ
い
て
は

農
産
法
の
適
用
が
適
切
と
考
え
る
が
、

農
産
法
は
国
勢
調
査
に
左
右
さ
れ
る
。

本
市
の
事
務
手
法
に
つ
い
て
伺
う
。

■
経
済
部
長　
企
業
ニ
ー
ズ
に
つ
い

て
は
、
本
市
の
交
通
結
節
点
の
優
位

性
か
ら
、
製
造
業
・
運
輸
業
・
流
通

業
の
産
業
界
か
ら
米
子
イ
ン
タ
ー
周

辺
の
工
業
団
地
整
備
要
望
が
高
い
。

事
務
手
法
の
農
産
法
に
つ
い
て
は
、

本
市
が
農
産
法
対
象
地
域
に
な
れ
ば

農
地
転
用
・
農
振
除
外
が
可
能
と
な

り
候
補
地
の
一
つ
と
考
え
る
。

■
議
員　
企
業
ニ
ー
ズ
に
米
子
イ
ン

タ
ー
周
辺
の
工
業
団
地
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
背
景
に
鑑
み
、

既
に
進
入
路
等
が
整
備
さ
れ
て
い
る

現
工
業
団
地
の
南
東
側
の
用
地
に
つ

い
て
工
業
用
地
と
し
て
開
発
す
べ
き

で
あ
る
。

■
市
長　
米
子
イ
ン
タ
ー
周
辺
工
業

用
地
の
南
東
側
に
つ
い
て
は
、
企
業

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に
よ
り
、
こ
の
辺

の
ニ
ー
ズ
は
非
常
に
高
い
と
認
識
し

て
い
る
。
同
用
地
に
つ
い
て
は
新
た

な
工
業
用
地
の
候
補
地
の
一
つ
で
あ

り
開
発
で
き
る
事
務
手
法
を
確
立
し

て
い
く
こ
と
が
前
提
と
考
え
て
い
る
。

市
道
（
狭
隘
道
路
）
の
整
備
に

係
る
用
地
取
得
に
つ
い
て

■
議
員　
市
道
（
狭
隘
道
路
）
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
現
在
地
権
者
の
無

償
提
供
が
原
則
と
の
こ
と
で
あ
る
。

市
道
（
狭
隘
道
路
）
に
つ
い
て
は
、

狭
隘
で
救
急
車
・
消
防
車
が
進
入
で

き
な
い
状
況
で
あ
る
。
市
民
の
生
活

安
全
確
保
の
観
点
か
ら
用
地
に
つ
い

て
は
有
償
で
の
買
収
を
求
め
る
。

■
市
長　
用
地
の
寄
附
に
頼
っ
て
い

て
は
、
今
後
同
事
業
の
進
捗
が
図
れ

な
い
た
め
、
地
元
住
民
の
対
応
等
に

鑑
み
、
単
市
事
業
も
含
め
た
道
路
整

備
全
般
に
つ
い
て
、
用
地
に
つ
い
て

は
原
則
的
に
買
収
に
改
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。
寄
附
の
申
し
出
が
あ
れ

ば
従
前
ど
お
り
と
す
る
。

渡
わ た

辺
な べ

 穣
じょう

爾
じ

 議員
（蒼

そう
生
せい

会
かい

）

米
子
市
小
学
校
・
中
学
校
の
適

正
規
模
・
適
正
配
置
に
係
る
基

本
方
針
に
つ
い
て

■
議
員　
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正

配
置
の
現
在
の
検
討
状
況
を
伺
う
。

■
教
育
長　
県
の
学
校
学
級
編
成
基

準
に
従
い
、
複
式
学
級
と
な
る
可
能

性
が
高
い
と
予
見
さ
れ
た
と
き
に
は
、

今
後
の
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

■
議
員　
複
式
学
級
に
係
る
現
在
の

進
捗
状
況
を
伺
う
。

■
教
育
長　
和
田
小
・
大
篠
津
小
が

複
式
学
級
の
可
能
性
が
高
い
た
め
、

こ
れ
ま
で
９
回
に
わ
た
り
保
護
者
及

び
地
域
の
方
に
説
明
し
て
い
る
。

■
議
員　
学
校
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
形
成
の
中
心
施
設
と
し
て
役
割
を

果
た
し
て
き
た
経
緯
を
考
慮
し
、
十

分
な
協
議
・
調
整
を
図
る
と
基
本
方

針
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま

で
統
廃
合
し
た
校
区
に
何
か
問
題
が

生
じ
て
い
る
か
。

■
教
育
長　
弓
ヶ
浜
小
学
校
区
・
淀

江
小
学
校
区
と
も
に
特
に
問
題
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　
美
保
地
区
に
お
い
て
、
ど

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
校
区
審
議
会
を
開

催
す
る
の
か
。

■
教
育
長　
保
護
者
か
ら
い
た
だ
い

た
意
見
を
も
と
に
地
域
の
方
に
再
度

説
明
し
、
審
議
会
で
の
検
討
が
必
要

と
の
意
見
が
あ
れ
ば
開
催
し
た
い
。

■
議
員　
２
０
４
０
年
の
人
口
構
成

の
変
化
を
見
据
え
た
県
内
他
市
の
学

校
統
廃
合
の
取
組
状
況
を
伺
う
。

■
教
育
長　
県
内
３
市
が
小
中
学
校

の
統
廃
合
を
検
討
し
て
い
る
。
鳥
取

市
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
に
鳥
取

市
立
学
校
の
配
置
及
び
校
区
の
設
定

に
つ
い
て
答
申
が
さ
れ
て
い
る
。

■
議
員　
基
本
方
針
を
実
施
計
画
に

進
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

■
教
育
長　
市
全
体
と
し
て
の
児
童

生
徒
数
の
減
少
傾
向
が
予
見
さ
れ
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
現
在
の
方
針
を
見

直
し
、
複
式
学
級
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

市
全
体
の
新
た
な
方
針
が
必
要
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
よ
り
よ
い
学
習
環
境
を
整
備

し
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

○
地
域
行
事
の
中
止
が
続
く
中
で
の

高
齢
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

○
来
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

○
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
特
別
会
計
へ

の
影
響
に
つ
い
て

各個質問



2021年3月　よなご市議会だより【64号】5

あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

お
知
ら
せ

稲
い な

田
た

　清
きよし

 議員
（蒼

そう
生
せい

会
かい

）

教
育
に
つ
い
て
（
学
校
施
設
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
）

■
議
員　
原
子
力
災
害
の
一
時
集
結

所
で
あ
る
住
吉
小
学
校
は
、
バ
ス
の

進
入
や
駐
車
に
課
題
が
あ
る
。
そ
の

協
議
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

■
教
育
委
員
会
事
務
局
長　
住
吉
小

学
校
の
安
全
対
策
に
係
る
進
捗
状
況

に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
、
防
災
安

全
課
、
道
路
整
備
課
な
ど
の
関
係
課

並
び
に
学
校
と
協
議
を
行
っ
た
結
果
、

原
子
力
災
害
時
だ
け
で
は
な
く
、
児

童
の
安
全
・
安
心
の
観
点
か
ら
も
学

校
敷
地
内
の
バ
ス
進
入
路
及
び
複
数

台
の
バ
ス
駐
車
場
の
確
保
は
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

■
議
員　
具
体
的
に
今
後
、
ど
う
い

う
検
討
が
な
さ
れ
、
ど
う
い
う
予
算

計
上
が
成
さ
れ
る
の
か
を
伺
う
。

■
教
育
委
員
会
事
務
局
長　
住
吉
小

学
校
の
整
備
と
し
て
、
令
和
３
年
度

に
向
け
、
学
校
敷
地
内
へ
の
バ
ス
進

入
路
及
び
駐
車
場
の
整
備
等
に
つ
い

て
事
業
化
を
考
え
て
い
る
。

福
祉
に
つ
い
て
（
ひ
き
こ
も
り

・
不
登
校
対
策
、
障
が
い
児
支

援
）

■
議
員　
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
訪
問
支

援
）
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度
に
は

ど
う
い
っ
た
準
備
が
行
わ
れ
る
の
か
。

■
福
祉
保
健
部
長　
ひ
き
こ
も
り
の

状
況
に
あ
る
方
や
そ
の
家
族
の
相
談

支
援
に
関
わ
る
支
援
団
体
に
協
力
を

得
な
が
ら
、
県
・
市
・
支
援
機
関
と

連
携
し
、
家
庭
訪
問
を
中
心
と
し
た

丁
寧
な
働
き
か
け
を
行
い
た
い
。

■
議
員　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
係
る

助
成
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

■
教
育
長　
不
登
校
の
児
童
生
徒
の

一
部
が
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て

い
る
、
あ
る
い
は
通
学
を
検
討
し
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
学
校
復
帰

を
第
一
義
と
し
つ
つ
、
児
童
生
徒
の

学
び
の
場
の
保
障
も
大
切
で
あ
り
、

現
在
、
事
業
化
に
向
け
考
え
て
い
る
。

■
議
員　
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
共
に
過
ご
す

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
（
包
含
的
）
な
保

育
・
教
育
に
つ
い
て
伺
う
。

■
こ
ど
も
未
来
局
長　
障
が
い
の
あ

る
児
童
が
地
域
の
学
校
を
希
望
す
る

場
合
、
他
の
児
童
が
障
が
い
に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
障
が
い
の
あ
る
児

童
が
十
分
に
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
合
理
的
配
慮
や
そ
の
基
礎
と
な

る
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

田
た

村
む ら

 謙
け ん

介
す け

 議員
（蒼

そう
生
せい

会
かい

）

米
子
市
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

■
議
員　
平
成
27
年
６
月
議
会
に
て

米
子
駅
前
に
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点

の
設
置
を
提
案
し
た
。
駅
の
再
整
備

が
行
わ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
も
あ
り
、

再
度
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
都
市
整
備
部
長　
現
在
、
県
警
本

部
及
び
米
子
警
察
署
と
協
議
を
始
め

て
お
り
、
交
通
量
調
査
の
解
析
結
果

を
待
っ
て
改
め
て
協
議
を
行
う
。

■
議
員　
米
子
駅
に
は
転
車
台
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｌ
観
光
列
車
の
運

行
が
可
能
だ
と
考
え
る
。
地
域
振
興
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
活
性
化
を
踏
ま
え
て

提
案
さ
れ
た
ら
ど
う
か
。

■
文
化
観
光
局
長　
Ｓ
Ｌ
企
画
列
車

の
誘
致
に
つ
い
て
は
、
実
現
の
可
能

性
な
ど
Ｊ
Ｒ
の
意
見
を
伺
い
、
関
係

機
関
等
と
の
協
議
を
行
い
た
い
。

■
議
員　
平
成
31
年
３
月
及
び
令
和

元
年
６
月
に
提
案
し
た
加
茂
川
護
岸

敷
の
カ
フ
ェ
活
用
は
ど
う
な
っ
た
か
。

■
文
化
観
光
局
長　
秋
の
加
茂
川
ま

つ
り
の
一
環
で
城
下
町
や
河
川
空
間

の
雰
囲
気
を
感
じ
な
が
ら
飲
食
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
を
護
岸
部
に
設
置
し
、

関
係
者
や
来
場
者
か
ら
は
非
常
に
喜

び
の
声
を
い
た
だ
い
た
。
今
回
の
取

組
を
基
に
護
岸
敷
の
継
続
的
な
利
用

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

■
議
員　
ア
ジ
ア
博
物
館
に
対
し
４

３
１
側
の
白
壁
を
開
削
す
る
よ
う
提

案
し
た
。
整
備
が
で
き
れ
ば
経
済
的

に
プ
ラ
ス
と
な
る
の
で
、
本
市
も
事

業
主
に
要
望
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

■
市
長　
議
員
御
指
摘
の
と
お
り
、

ア
ジ
ア
博
物
館
及
び
本
池
美
術
館
は

一
つ
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
り
得
る

素
材
だ
と
思
う
の
で
要
望
し
た
い
。

米
子
城
跡
の
復
元
と
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
・
５

■
議
員　
天
守
や
登
城
路
途
中
、
二

の
丸
よ
り
も
上
に
景
観
に
も
な
じ
む
、

や
ぐ
ら
形
ト
イ
レ
の
設
置
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

■
文
化
観
光
局
長　
天
守
台
や
本
丸

の
登
城
路
付
近
へ
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
遺
構
や
景
観
等
へ
の
影
響
、
維

持
管
理
な
ど
の
理
由
で
非
常
に
困
難

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ほ
か
の
城
郭

や
山
岳
対
応
で
ど
う
さ
れ
て
い
る
か

と
い
う
状
況
も
参
考
に
し
な
が
ら
調

査
・
研
究
し
て
み
た
い
。

各個質問



2021年3月　よなご市議会だより【64号】 6

あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

お
知
ら
せ

三
み

鴨
か も

 秀
ひ で

文
ふ み

 議員
（蒼

そう
生
せい

会
かい

）

本
市
の
消
費
者
行
政
に
つ
い
て

■
議
員　
県
と
市
の
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
の
一
元
化
に
つ
い
て
、
そ
の
後

の
県
と
の
協
議
の
状
況
、
ま
た
現
在

の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

■
副
市
長　
議
員
の
質
問
も
一
つ
の

き
っ
か
け
と
な
り
、
改
め
て
県
、
市

の
連
携
が
可
能
な
行
政
課
題
の
一
つ

と
し
て
県
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
が
、

消
費
者
関
連
法
制
の
経
過
、
現
状
の

役
割
分
担
と
法
制
上
の
役
割
分
担
が

必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
、
米
子

市
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
県
全
体

を
所
管
し
て
い
る
、
県
は
相
談
業
務

の
部
分
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託
し
て

い
る
等
、
幾
つ
か
の
課
題
が
改
め
て

浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
こ
う
い
っ

た
課
題
を
解
決
す
る
と
な
る
と
、
県

と
市
の
機
関
を
で
き
る
だ
け
近
い
と

こ
ろ
に
設
置
す
る
の
が
現
実
的
で
あ

る
が
、
そ
の
場
所
の
確
保
が
難
し
い

と
い
う
次
な
る
課
題
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
た
。
現
在
、
少
し
時
間
を
か

け
て
し
っ
か
り
議
論
を
し
て
い
こ
う

と
継
続
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

■
議
員　
県
の
ほ
う
は
、
ど
の
よ
う

な
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

■
総
務
部
長　
実
現
す
れ
ば
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
り
、
今
後
も
市
と
連
携
し
な
が
ら

公
共
施
設
の
再
編
等
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
見
つ
つ
、
一
緒
に
研
究
し
て
み
た

い
と
の
認
識
で
あ
る
。

■
議
員　
将
来
に
お
い
て
想
定
さ
れ

る
行
政
資
源
の
先
細
り
を
念
頭
に
、

今
後
の
公
公
連
携
の
在
り
方
と
し
て
、

例
え
ば
、
施
設
の
必
置
規
定
が
あ
る

県
が
一
元
的
に
機
能
を
担
い
、
努
力

義
務
で
あ
る
市
が
施
設
を
廃
止
す
る

な
ど
、
こ
れ
か
ら
は
役
割
分
担
の
中

で
大
胆
な
発
想
が
必
要
と
さ
れ
て
く

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

■
市
長　
現
時
点
に
お
い
て
は
、
物

理
的
な
問
題
や
お
互
い
の
制
度
上
の

存
立
基
盤
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
議
員
の
提
案
の
方

向
性
に
は
合
理
性
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
今
後
物
理
的
に
統
合
で

き
そ
う
な
機
会
が
来
れ
ば
、
様
々
な

条
件
を
整
え
た
上
で
は
あ
る
け
れ
ど

も
、
県
と
協
議
の
上
、
話
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

奥
お く

岩
い わ

 浩
ひ ろ

基
き

 議員
（蒼

そう
生
せい

会
かい

）

ウ
ィ
ズ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
社

会
に
つ
い
て

■
議
員　
市
民
が
庁
舎
内
の
窓
口
に

並
ぶ
際
の
感
染
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

■
総
務
部
長　
市
民
課
の
窓
口
で
は

間
隔
を
空
け
て
並
べ
る
よ
う
対
応
し

た
。
今
後
も
一
層
の
感
染
症
対
策
に

努
め
る
と
と
も
に
、
適
宜
工
夫
改
善

を
行
い
た
い
。

■
議
員　
よ
な
ご
飲
食
店
応
援
割
引

券
、
よ
な
ご
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

の
使
用
状
況
を
伺
う
。

■
経
済
部
長　
11
月
24
日
時
点
で
、

飲
食
店
応
援
割
引
券
は
、
配
布
総
数

約
33
万
７
０
０
０
枚
の
う
ち
約
49
％

の
使
用
で
あ
る
。
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
は
、
現
時
点
で
使
用
状
況
は
確

認
で
き
な
い
が
、
総
数
６
万
８
０
０

０
冊
の
う
ち
約
68
％
を
販
売
し
た
。

■
議
員　
経
済
の
冷
え
込
み
が
予
測

さ
れ
る
中
、
今
後
に
つ
い
て
各
団
体

等
と
の
意
見
交
換
の
予
定
は
あ
る
の

か
。

■
経
済
部
長　
今
の
と
こ
ろ
、
深
刻

な
影
響
の
相
談
は
な
い
が
、
適
宜
状

況
把
握
に
努
め
、
状
況
に
よ
っ
て
は

意
見
交
換
を
行
う
な
ど
、
適
切
に
対

応
し
た
い
。

■
議
員　
本
市
の
温
泉
や
自
然
、
ス

ポ
ー
ツ
環
境
を
利
用
し
た
国
内
外
に

限
ら
な
い
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
に
つ

い
て
、
今
か
ら
準
備
す
れ
ば
ア
フ
タ

ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
地
域
の
起
爆
剤

に
な
る
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

■
文
化
観
光
局
長　
多
様
な
滞
在
型

の
誘
客
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
係
る
合
宿
受
け
入
れ
の
計
画
が
あ

り
、
機
会
を
捉
え
て
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

地
と
し
て
の
知
名
度
を
高
め
る
取
組

な
ど
を
行
い
た
い
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
を
に
ら
み
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
誘
致
を
進
め
、
交
流
人
口
の
拡
大

を
図
り
た
い
と
考
え
る
。

■
議
員　
新
商
都
米
子
の
ま
ち
づ
く

り
２
０
２
１
へ
の
意
気
込
み
を
伺
う
。

■
市
長　
ま
ち
な
か
と
郊
外
が
一
体

的
に
発
す
る
取
組
を
具
体
的
に
考
え

た
も
の
が
新
商
都
米
子
の
ま
ち
づ
く

り
２
０
２
１
で
あ
る
。
ウ
ォ
ー
カ
ブ

ル
推
進
事
業
で
は
、
賑
わ
い
の
創
出

と
消
費
喚
起
、
民
間
投
資
の
拡
大
を

目
指
す
。
ま
た
、
公
共
交
通
基
盤
を

生
か
し
、
住
宅
地
、
工
業
団
地
、
病

院
等
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
て
市
域

全
体
の
一
体
的
な
発
展
を
図
り
た
い
。

各個質問



2021年3月　よなご市議会だより【64号】7

あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

お
知
ら
せ

矢
や

田
た

貝
が い

香
か

織
お り

 議員
（公明党議員団）

ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
者
へ
の
支
援
の

取
組
に
つ
い
て

■
議
員　
障
が
い
に
よ
り
、
住
宅
改

修
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
利
用
で

き
る
制
度
に
つ
い
て
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長　
身
体
障
害
者
手

帳
の
下
肢
・
体
幹
の
機
能
障
が
い
３

級
以
上
の
方
を
対
象
に
日
常
生
活
用

具
の
中
で
基
準
額
を
20
万
円
と
し
て

い
る
。
非
課
税
世
帯
で
住
宅
改
修
が

20
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
本
市
独
自
の

制
度
を
設
け
て
い
る
。

■
議
員　
障
が
い
者
の
居
宅
生
活
動

作
等
を
円
滑
に
す
る
用
具
で
あ
っ
て
、

設
置
に
小
規
模
な
住
宅
改
修
を
伴
う

も
の
は
、
市
町
村
が
行
う
支
援
事
業

の
一
つ
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
あ
る

自
治
体
で
は
、
障
が
い
の
程
度
が
１

級
か
ら
３
級
ま
で
が
対
象
で
、
身
体

状
況
に
応
じ
個
々
に
審
査
し
て
い
る
。

本
市
で
も
、
身
体
状
況
に
応
じ
た
幅

広
い
制
度
の
在
り
方
を
検
討
す
る
よ

う
要
望
す
る
。

災
害
時
要
配
慮
者
の
避
難
に
つ

い
て

■
議
員　
令
和
２
年
８
月
に
皆
生
温

泉
旅
館
組
合
及
び
米
子
市
ホ
テ
ル
旅

館
組
合
と
締
結
し
た
協
定
で
は
、
避

難
所
と
し
て
利
用
す
る
使
途
と
し
て

要
配
慮
者
を
想
定
し
て
い
る
か
。
ま

た
、
宿
泊
施
設
等
を
福
祉
避
難
所
と

し
て
指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
所
見

を
伺
う
。

■
防
災
安
全
監　
コ
ロ
ナ
禍
や
大
規

模
災
害
発
生
に
よ
り
、
多
く
の
避
難

場
所
が
必
要
と
の
観
点
か
ら
、
災
害

協
定
を
締
結
し
た
。
そ
の
際
、
高
齢

者
、
妊
婦
等
の
要
配
慮
者
の
優
先
利

用
を
想
定
し
て
い
た
。
宿
泊
施
設
等

の
個
室
が
要
配
慮
者
等
に
は
有
効
と

考
え
る
の
で
、
活
用
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員　
要
配
慮
者
へ
の
避
難
所
の

支
援
、
ま
た
福
祉
避
難
所
に
係
る
市

長
の
所
見
を
伺
う
。

■
市
長　
一
定
の
生
活
環
境
を
整
え

る
た
め
、
要
配
慮
者
用
の
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
が
福
祉
避
難
所
で
備
蓄
で
き

る
か
調
整
し
た
い
。
福
祉
避
難
所
に

つ
い
て
は
、
要
配
慮
者
の
全
数
把
握

と
福
祉
避
難
所
の
確
保
を
進
め
た
い
。

協
定
締
結
し
た
宿
泊
施
設
等
に
つ
い

て
は
、
福
祉
避
難
所
と
し
て
の
指
定

の
み
な
ら
ず
、
要
配
慮
者
が
優
先
的

に
使
え
る
よ
う
な
運
用
を
進
め
た
い
。

前
ま え

原
は ら

　茂
しげる

 議員
（公明党議員団）

投
票
所
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
感
染

症
対
策
に
つ
い
て

■
議
員　
令
和
３
年
予
定
の
選
挙
で

投
票
所
で
は
、
ど
の
よ
う
な
感
染
予

防
対
策
が
取
ら
れ
る
の
か
伺
う
。

■
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
マ
ス

ク
着
用
の
徹
底
と
各
投
票
所
に
消
毒

用
ア
ル
コ
ー
ル
を
設
置
す
る
。
ま
た
、

来
場
者
の
間
隔
が
取
れ
る
よ
う
、
足

元
に
目
印
を
貼
る
ほ
か
、
係
員
が
適

宜
間
隔
を
空
け
る
よ
う
声
か
け
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。

■
議
員　
ホ
ー
プ
タ
ウ
ン
の
期
日
前

投
票
所
の
設
置
期
間
を
延
ば
す
考
え

は
な
い
か
伺
う
。

■
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
令
和

３
年
４
月
に
予
定
し
て
い
る
市
長
、

市
議
補
選
で
は
、
設
置
期
間
を
４
日

間
に
延
長
し
、
利
便
性
の
向
上
、
密

に
な
り
に
く
い
環
境
を
整
え
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

■
議
員　
投
票
所
の
混
雑
が
予
想
さ

れ
る
時
間
帯
な
ど
、
市
民
に
伝
え
る

工
夫
を
お
願
い
す
る
。

動
物
愛
護
に
つ
い
て

■
議
員　
近
年
の
飼
い
主
の
い
な
い

猫
の
不
妊
去
勢
手
術
助
成
事
業
の
件

数
と
事
業
費
の
推
移
に
つ
い
て
伺
う
。

■
市
民
生
活
部
長　
平
成
29
年
度
が

61
件
、
事
業
費
が
39
万
４
０
０
０
円
、

平
成
30
年
度
が
86
件
、
事
業
費
63
万

円
、
令
和
元
年
度
が
85
件
、
事
業
費

が
58
万
９
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

■
議
員　
全
国
の
先
進
地
で
は
、
犬

の
鑑
札
等
の
装
着
率
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
鑑
札
の
小
型
化
を
図
っ
て
い

る
。
本
市
で
も
検
討
す
べ
き
と
思
う

が
見
解
を
伺
う
。

■
市
民
生
活
部
長　
本
市
で
も
、
小

型
犬
に
も
装
着
し
や
す
い
よ
う
な
小

型
の
鑑
札
に
切
り
替
え
、
令
和
３
年

度
か
ら
交
付
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

■
議
員　
鑑
札
の
着
用
は
迷
い
犬
の

抑
止
に
な
る
。
家
で
繋
い
で
い
た
犬

の
鎖
や
散
歩
中
に
リ
ー
ド
が
外
れ
た

り
、
切
れ
た
り
し
て
迷
い
犬
に
な
る

こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
鑑
札
が

な
い
場
合
が
多
く
、
飼
い
主
に
戻
る

ま
で
時
間
が
か
か
る
。
装
着
率
が
上

が
る
事
で
迷
い
犬
の
抑
止
に
な
る
。

し
っ
か
り
広
報
を
お
願
い
し
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

○
本
市
の
移
住
定
住
政
策
に
つ
い
て

各個質問
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

お
知
ら
せ

西
に し

川
か わ

 章
しょう

三
ぞ う

 議員
（よなご・未来）

上
・
下
水
道
事
業
の
統
合
に
つ

い
て

■
議
員　
10
月
の
都
市
経
済
委
員
会

に
お
い
て
「
上
下
水
道
事
業
の
効
率

的
な
組
織
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て

（
中
間
ま
と
め
）
」
の
報
告
が
あ
っ

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

■
副
市
長　
経
営
環
境
が
厳
し
く
な

る
中
で
、
市
民
生
活
の
重
要
な
イ
ン

フ
ラ
で
あ
る
両
事
業
の
安
価
で
良
質

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
体

制
整
備
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
検
討

す
べ
き
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
。

■
議
員　
水
道
事
業
に
お
け
る
今
後

10
年
間
の
老
朽
化
対
策
費
と
年
間
収

入
の
比
率
を
伺
う
。

■
水
道
局
長　
今
後
10
年
間
は
各
年

度
平
均
で
15
億
円
、
給
水
収
益
の
５

割
程
度
と
な
る
。
そ
れ
以
降
は
、
毎

年
度
９
億
円
程
度
の
費
用
に
な
る
。

■
議
員　
下
水
道
事
業
に
係
る
内
浜

処
理
場
及
び
中
央
ポ
ン
プ
場
の
再
構

築
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
場
所
を

想
定
し
て
い
る
の
か
。

■
下
水
道
部
長　
内
浜
処
理
場
に
つ

い
て
は
同
敷
地
内
で
、
中
央
ポ
ン
プ

場
に
つ
い
て
は
同
用
地
あ
る
い
は
そ

の
機
能
を
内
浜
処
理
場
に
持
っ
て
い

く
の
か
調
査
・
検
討
を
し
て
い
る
。

■
議
員　
民
間
委
託
の
メ
リ
ッ
ト
を

ど
の
よ
う
に
想
定
し
て
い
る
の
か
。

■
総
務
部
長　
民
間
事
業
者
の
創
意

工
夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
る
住
民
満
足
度
の
向
上
等
の
効

果
が
想
定
で
き
る
。

■
議
員　
上
下
水
道
の
組
織
統
合
の

可
能
性
、
ま
た
阻
害
要
因
を
伺
う
。

■
副
市
長　
組
織
統
合
の
可
能
性
は

十
分
あ
る
が
、
経
営
環
境
の
違
い
、

人
事
交
流
が
な
い
こ
と
や
庁
舎
を
ど

う
す
る
か
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

■
議
員　
組
織
統
合
の
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

■
副
市
長　
両
事
業
が
こ
れ
ま
で
に

歩
ん
で
き
た
道
の
り
な
ど
を
よ
く
整

理
し
た
上
で
、
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。
な
お
現
在
、
中
間
ま
と
め
を

整
理
し
て
い
る
。
い
た
ず
ら
に
時
間

を
か
け
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
い
ま

し
ば
ら
く
時
間
を
い
た
だ
き
、
で
き

る
こ
と
か
ら
し
っ
か
り
と
実
施
に
移

し
て
い
き
た
い
。

■
議
員　
今
後
、
年
金
生
活
者
が
増

え
て
い
く
中
で
、
公
共
料
金
の
市
民

負
担
に
つ
い
て
考
慮
願
い
た
い
。

伊
い

藤
と う

ひろえ 議員
（信

しん
風
ぷう

）

Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
に
つ
い
て

■
議
員　
本
市
の
Ｄ
Ｖ
相
談
件
数
の

変
化
を
伺
う
。

■
こ
ど
も
未
来
局
長　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
係
る
特
別
定
額
給
付
金

に
伴
う
Ｄ
Ｖ
被
害
者
か
ら
の
相
談
な

ど
に
よ
り
、
４
月
か
ら
10
月
ま
で
の

相
談
件
数
が
昨
年
度
は
３
４
４
件
で

あ
っ
た
の
が
、
本
年
度
は
７
７
０
件
、

約
２
倍
に
増
加
し
た
。

■
議
員　
深
刻
な
状
況
が
分
か
っ
た
。

相
談
窓
口
の
充
実
を
お
願
い
し
た
い
。

■
議
員　
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
家
庭
の
子

ど
も
の
ケ
ア
に
つ
い
て
伺
う
。

■
こ
ど
も
未
来
局
長　
情
緒
面
、
行

動
面
、
発
達
面
、
価
値
観
な
ど
に
お

い
て
、
様
々
な
リ
ス
ク
を
抱
え
て
お

り
、
心
身
の
回
復
と
健
康
な
成
長
に

心
理
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
環

境
下
に
お
か
れ
た
子
ど
も
を
心
理
的

虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
と
捉
え
、

児
童
相
談
所
と
連
携
を
し
、
医
学
的
、

心
理
学
的
支
援
に
つ
な
げ
る
と
と
も

に
、
保
育
所
、
学
校
な
ど
、
関
係
機

関
と
の
綿
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

当
該
児
童
が
安
心
し
て
日
常
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し

て
い
る
。

住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る

居
住
支
援
に
つ
い
て

■
議
員　
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、
概
要
と

期
待
で
き
る
効
果
を
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
高
齢
者
、
障
が

い
者
、
子
育
て
世
帯
等
の
住
居
確
保

に
配
慮
が
必
要
な
方
の
入
居
を
拒
ま

な
い
賃
貸
住
宅
を
登
録
し
て
、
入
居

支
援
や
要
配
慮
者
向
け
専
用
住
宅
と

し
て
登
録
し
た
住
宅
に
対
し
、
改
修

費
、
家
賃
、
賃
貸
債
務
保
証
料
な
ど

の
経
済
的
支
援
、
入
居
後
は
見
守
り

な
ど
の
生
活
支
援
を
行
う
制
度
で
あ

る
。
メ
リ
ッ
ト
は
、
住
宅
確
保
要
配

慮
者
の
住
宅
供
給
の
方
法
が
確
保
で

き
る
こ
と
や
、
民
間
空
き
家
を
住
宅

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
制
度
住
宅
へ

登
録
す
る
こ
と
で
民
間
の
空
き
家
の

利
活
用
が
進
む
も
の
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　
福
祉
と
の
連
携
に
つ
い
て

伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
定
期
的
な
課
題

の
共
有
の
た
め
の
会
議
を
開
催
す
る

な
ど
、
連
携
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

各個質問
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

お
知
ら
せ

岡
お か

村
む ら

 英
え い

治
じ

 議員
（日本共産党米子市議団）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
、
店
舗
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
助
成
制
度
の
導
入
を

■
議
員　
全
国
の
自
治
体
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
、
店

舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成
制
度
は
、
住

宅
な
ど
の
修
繕
や
リ
フ
ォ
ー
ム
を
地

域
の
業
者
に
頼
む
と
、
自
治
体
が
地

元
経
済
の
活
性
化
を
狙
い
に
一
定
の

助
成
を
す
る
制
度
で
あ
る
。
そ
の
効

果
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

■
経
済
部
長　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
や

店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
設
備
や
部
品

が
多
く
、
関
連
産
業
へ
の
裾
野
が
広

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
促
進
す

る
一
定
の
効
果
は
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

■
議
員　
鳥
取
市
で
は
個
人
住
宅
小

規
模
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
が
人
気

を
集
め
て
い
る
。
鳥
取
市
に
よ
る
と
、

交
付
額
は
２
億
２
３
０
０
万
円
、
総

工
事
費
は
15
億
８
４
０
０
万
円
に
な

る
と
試
算
し
て
い
る
。
関
連
業
者
へ

の
波
及
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
何
倍
も

の
効
果
が
期
待
で
き
る
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
こ
う
し
た
助
成
制
度
の
導

入
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■
都
市
整
備
部
長　
現
在
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
や
耐
震
化
、
空
き
家
の
改
修

を
図
る
た
め
の
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
に

助
成
を
し
て
い
る
。

■
議
員　
こ
う
し
た
身
近
な
工
事
を

地
元
の
業
者
に
仕
事
と
し
て
回
す
よ

う
行
政
も
努
力
し
て
ほ
し
い
。
地
域

の
経
済
対
策
と
し
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
、
店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成
制
度

の
導
入
を
検
討
す
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

熱
中
症
対
策
と
エ
ア
コ
ン
設
置

助
成

■
議
員　
生
活
保
護
世
帯
が
エ
ア
コ

ン
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
電
気

代
を
気
に
し
て
利
用
を
控
え
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
行
政
に
は
積
極
的
な

支
援
が
求
め
ら
れ
る
。
生
活
保
護
世

帯
で
は
、
エ
ア
コ
ン
は
あ
る
が
電
気

代
を
気
に
し
て
エ
ア
コ
ン
を
作
動
さ

せ
な
い
と
の
話
を
聞
く
。
猛
暑
が
毎

年
続
く
状
況
で
、
エ
ア
コ
ン
の
電
気

代
の
足
し
に
す
る
た
め
の
夏
季
加
算

が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

■
福
祉
保
健
部
長　
熱
中
症
対
策
と

し
て
エ
ア
コ
ン
の
活
用
は
有
効
で
あ

り
、
国
に
お
い
て
夏
季
加
算
を
検
討

す
る
よ
う
要
望
し
て
い
き
た
い
。

今
い ま

城
し ろ

 雅
ま さ

子
こ

 議員
（公明党議員団）

自
転
車
の
交
通
安
全
の
取
組
に

つ
い
て

■
議
員　
各
学
校
で
、
自
転
車
損
害

賠
償
保
険
等
へ
の
加
入
状
況
の
実
態

把
握
、
啓
発
を
含
め
た
安
全
対
策
が

必
要
だ
と
感
じ
る
。
学
校
で
自
転
車

の
交
通
安
全
対
策
を
ど
う
行
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。

■
教
育
長　
小
中
学
校
で
は
、
日
常

的
に
交
通
安
全
指
導
を
行
っ
て
お
り
、

自
転
車
の
安
全
な
利
用
に
つ
い
て
も

機
を
捉
え
て
指
導
を
し
て
い
る
。
ま

た
、
自
転
車
運
転
損
害
保
険
に
つ
い

て
は
、
年
度
初
め
に
各
家
庭
に
紹
介

を
し
、
希
望
の
家
庭
が
加
入
さ
れ
て

い
る
。
保
護
者
が
任
意
で
加
入
さ
れ

る
の
で
、
市
内
で
一
律
の
加
入
状
況

の
把
握
は
行
っ
て
い
な
い
。

■
議
員　
本
市
の
児
童
生
徒
が
、
被

害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
ら
な
い
た

め
、
徹
底
し
た
交
通
安
全
指
導
と
、

通
学
用
許
可
自
転
車
へ
は
自
転
車
損

害
賠
償
保
険
等
へ
の
加
入
確
認
の
実

施
を
要
望
す
る
。

■
議
員　
県
内
他
市
町
で
は
、
中
学

生
の
通
学
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
費

補
助
の
制
度
を
設
け
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
。
本
市
で
は
ど
の
よ
う
な
現

状
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

■
教
育
長　
生
徒
に
つ
き
１
回
の
補

助
で
あ
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
耐
用
年

数
が
概
ね
３
年
で
あ
る
こ
と
、
購
入

に
つ
い
て
保
護
者
の
理
解
が
定
着
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
補
助
事
業
は
行

っ
て
い
な
い
。

■
議
員　
補
助
を
実
施
し
て
い
る
市

町
で
は
購
入
費
用
の
半
額
を
負
担
し

て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
中
学

生
へ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
の
検

討
を
要
望
す
る
。

児
童
生
徒
の
教
育
機
会
の
確
保

に
つ
い
て

■
議
員　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
に
通

う
児
童
生
徒
の
通
所
費
用
に
対
し
て

支
援
を
行
う
事
業
に
つ
い
て
、
実
施

に
向
け
て
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

■
教
育
長　
不
登
校
児
童
生
徒
に
は

学
校
復
帰
を
願
っ
て
い
る
が
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
も
学
校

や
適
応
指
導
教
室
に
通
え
な
い
児
童

生
徒
の
学
び
の
場
の
選
択
肢
と
し
て

保
障
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
事
業

化
に
向
け
て
現
在
考
え
て
い
る
。

■
議
員　
早
急
な
事
業
化
へ
向
け
て

の
対
応
を
強
く
要
望
し
た
い
。

各個質問
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

お
知
ら
せ

安
あ

達
だ ち

 卓
た か

是
し

 議員
（信

しん
風
ぷう

）

障
が
い
の
あ
る
方
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
取
組
に
つ
い
て

■
議
員　
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

の
利
用
計
画
の
作
成
状
況
を
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長　
令
和
２
年
10
月

末
現
在
、
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
２
３
３

１
人
の
う
ち
計
画
作
成
率
は
99
・
３

％
で
あ
る
。

■
議
員　
利
用
計
画
書
は
、
障
が
い

が
あ
る
方
に
と
っ
て
生
活
の
基
盤
と

な
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
市
は
利
用

の
希
望
が
多
く
、
供
給
が
追
い
つ
い

て
い
な
い
。
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

■
福
祉
保
健
部
長　
相
談
支
援
専
門

員
が
利
用
者
の
状
況
に
合
わ
せ
て
計

画
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
利
用

者
や
家
族
の
状
況
に
合
っ
た
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
よ
り
、
生
活
基
盤

の
確
保
を
図
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

■
議
員　
障
が
い
者
雇
用
の
法
定
雇

用
率
と
本
市
の
雇
用
率
を
伺
う
。

■
総
務
部
長　
現
行
の
法
定
雇
用
率

は
２
・
５
％
、
本
市
の
障
が
い
者
雇

用
率
は
令
和
２
年
６
月
１
日
時
点
で

２
・
５
６
％
で
あ
る
。
法
改
正
に
よ

り
、
令
和
３
年
３
月
１
日
か
ら
法
定

雇
用
率
は
２
・
６
％
と
な
る
た
め
、

数
名
程
度
の
採
用
を
予
定
し
て
い
る
。

■
議
員　
本
市
の
特
定
業
務
職
員
制

度
に
つ
い
て
問
う
。

■
市
長　
令
和
２
年
４
月
か
ら
、
障

が
い
者
雇
用
を
さ
ら
に
進
め
る
形
で
、

障
害
者
手
帳
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

障
が
い
、
病
気
の
後
遺
症
な
ど
就
労

困
難
や
働
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
お
ら

れ
る
方
々
を
対
象
と
し
た
本
制
度
を

創
設
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
「
共
生
社

会
の
実
現
」
に
一
歩
で
も
近
づ
け
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改

善
に
つ
い
て

■
議
員　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報

酬
の
増
額
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
時

間
外
勤
務
を
命
じ
る
こ
と
は
あ
る
か
。

■
総
務
部
長　
報
酬
に
つ
い
て
は
、

日
額
や
時
給
の
職
な
ど
一
部
の
職
を

除
き
、
職
ご
と
に
定
め
て
い
る
上
限

額
に
達
す
る
ま
で
増
額
す
る
。
ま
た
、

時
間
外
勤
務
に
つ
い
て
は
、
ご
く
一

部
だ
が
勤
務
を
命
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
場
合
、
勤
務
条
件
通
知
書
に
明

記
し
、
本
人
に
あ
ら
か
じ
め
伝
え
て

い
る
。

■
議
員　
時
間
外
勤
務
は
極
力
避
け

て
い
た
だ
き
た
い
。

中
な か

田
だ

 利
と し

幸
ゆ き

 議員
（信

しん
風
ぷう

）

除
雪
計
画
に
つ
い
て

■
議
員　
気
象
庁
の
天
気
予
測
で
は
、

今
期
の
積
雪
量
は
多
い
と
予
想
さ
れ

て
い
る
。
本
市
は
10
年
前
に
一
晩
で

観
測
史
上
最
高
の
積
雪
の
経
験
が
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
気
象
条
件
下
で
の

警
戒
が
今
期
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
市
に
お
け
る
今
シ
ー
ズ

ン
の
除
雪
計
画
と
、
こ
れ
ま
で
の
除

雪
に
お
け
る
問
題
点
と
課
題
に
つ
い

て
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
米
子
市
の
除
雪

に
お
い
て
は
緊
急
路
線
、
重
要
路
線

な
ど
、
路
線
ご
と
に
区
分
し
、
重
要

度
の
高
い
路
線
か
ら
除
雪
を
行
っ
て

い
る
。
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
40
セ

ン
チ
を
超
え
た
降
雪
に
な
る
と
公
共

交
通
機
関
が
運
休
す
る
こ
と
が
あ
る

た
め
、
総
合
病
院
な
ど
に
通
じ
る
緊

急
路
線
や
バ
ス
路
線
な
ど
の
重
要
路

線
に
つ
い
て
重
点
を
置
い
た
除
雪
作

業
を
繰
り
返
し
行
う
必
要
が
あ
り
、

そ
の
他
の
主
要
路
線
等
の
除
雪
が
進

ま
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
と
考
え
て

い
る
。
課
題
に
つ
い
て
は
、
市
街
地

の
除
雪
を
行
っ
た
後
の
排
雪
場
所
の

確
保
が
課
題
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　
路
肩
等
の
雪
を
ど
う
す
る

の
か
、
積
雪
が
続
く
場
合
、
支
障
と

な
る
現
実
が
あ
る
。
市
報
な
ど
で
は

「
雪
を
車
道
側
に
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
」
と
啓
発
さ
れ
て
い
る
が
、
除

雪
に
よ
っ
て
路
側
帯
に
堆
積
し
た
雪

の
処
理
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
除
雪
を
し
た
後
、

路
側
に
雪
が
堆
積
す
る
こ
と
で
歩
行

者
等
の
通
行
に
支
障
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
十
分
認
識
し
て
お

り
、
現
状
と
し
て
十
分
に
対
応
が
で

き
て
い
る
と
言
い
切
れ
な
い
状
況
が

あ
る
。
今
後
、
自
助
・
共
助
・
公
助

の
取
組
に
つ
い
て
、
先
進
地
や
雪
の

多
い
地
方
等
の
除
雪
の
方
法
等
も
参

考
に
し
て
考
え
て
み
た
い
。

■
議
員　
歩
行
者
の
移
動
の
支
障
と
、

車
道
に
路
側
帯
の
雪
を
排
雪
す
る
な

と
い
う
啓
発
、
こ
の
問
題
を
解
消
す

る
に
は
、
も
う
一
歩
進
ん
だ
何
か
を

し
な
け
れ
ば
解
消
し
な
い
。
除
雪
回

数
も
含
め
て
、
今
後
、
解
消
す
べ
き

問
題
と
し
て
検
討
す
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

○
公
共
交
通
に
つ
い
て

各個質問
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

お
知
ら
せ

岡
お か

田
だ

 啓
け い

介
す け

 議員
（政

せい
英
えい

会
かい

）

市
営
住
宅
に
つ
い
て

■
議
員　
住
宅
困
窮
者
に
対
す
る
住

宅
の
供
給
に
つ
い
て
、
市
営
住
宅
以

外
に
民
間
住
宅
の
借
り
上
げ
、
家
賃

補
助
等
、
も
う
少
し
柔
軟
に
対
応
し

て
は
ど
う
か
。
以
前
か
ら
提
案
し
て

い
る
が
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対

し
、
も
う
少
し
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対

応
で
き
な
い
の
か
。

■
都
市
整
備
部
長　
現
在
、
家
賃
補

助
な
ど
の
必
要
な
施
策
に
つ
い
て
は
、

先
進
地
の
事
例
や
制
度
を
参
考
に
制

度
設
計
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
ネ
ッ
ト
制
度
を
活
用
し
、
住
宅
確

保
要
配
慮
者
へ
の
民
間
賃
貸
住
宅
の

活
用
を
考
え
て
い
る
。

■
議
員　
本
市
の
空
き
家
対
策
の
た

め
に
も
、
必
要
に
応
じ
た
民
間
住
宅

の
借
り
上
げ
が
必
要
で
は
な
い
か
。

■
市
長　
民
間
住
宅
の
空
き
家
対
策

も
重
要
で
あ
り
、
全
て
市
営
住
宅
で

賄
う
の
で
は
な
く
、
民
間
住
宅
も
借

り
上
げ
て
対
応
す
る
こ
と
が
基
本
方

針
で
あ
る
が
、
市
営
住
宅
の
維
持
費

と
民
間
住
宅
借
り
上
げ
費
用
の
ダ
ブ

ル
コ
ス
ト
が
生
じ
な
い
よ
う
、
ま
ず

は
市
営
住
宅
に
入
っ
て
い
た
だ
く
努

力
が
必
要
で
あ
る
。
状
況
を
見
な
が

ら
民
間
住
宅
借
り
上
げ
を
進
め
た
い
。

■
議
員　
市
民
の
状
況
に
応
じ
、
丁

寧
に
政
策
を
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

■
議
員　
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定

に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
見
込

ま
れ
る
か
。

■
市
長　
一
定
の
利
便
性
を
確
保
す

る
こ
と
で
、
高
齢
者
や
子
育
て
世
代

等
に
と
っ
て
安
心
・
快
適
な
都
市
環

境
を
実
現
す
る
。
ま
た
、
地
域
経
済

の
活
性
化
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の

維
持
、
向
上
に
よ
り
、
地
域
の
稼
ぐ

力
に
寄
与
す
る
。
行
政
コ
ス
ト
削
減

に
つ
い
て
は
、
財
政
面
に
お
い
て
持

続
可
能
な
都
市
経
営
を
実
現
す
る
。

■
議
員　
市
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
都
市

計
画
道
路
等
と
の
整
合
性
を
図
り
な

が
ら
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
本
計

画
は
、
あ
る
程
度
県
外
業
者
に
依
頼

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
伺
っ
た
が
、
地

元
業
者
の
意
向
も
取
り
入
れ
て
進
め

て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

又
ま た

野
の

 史
し

朗
ろ う

 議員
（日本共産党米子市議団）

持
続
可
能
な
農
業
を
目
指
し
て

■
議
員　
コ
ロ
ナ
対
策
の
持
続
化
給

付
金
に
つ
い
て
、
農
業
者
が
農
業
を

続
け
て
い
く
た
め
に
も
、
農
家
の
ほ

と
ん
ど
が
給
付
の
対
象
に
な
る
こ
と

を
、
米
子
市
と
し
て
も
周
知
し
た
ほ

う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

■
農
林
水
産
振
興
局
長　
Ｈ
Ｐ
や
チ

ラ
シ
等
に
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
改

め
て
周
知
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。

■
議
員　
持
続
化
給
付
金
の
対
象
に

な
る
と
思
っ
て
い
る
農
家
が
ほ
と
ん

ど
い
な
い
。
さ
ら
に
は
、
高
収
益
作

物
次
期
作
支
援
交
付
金
と
勘
違
い
し

て
い
る
農
家
も
あ
る
。
正
し
い
情
報

を
知
っ
て
も
ら
い
、
持
続
化
給
付
金

を
受
給
で
き
る
よ
う
早
急
に
周
知
す

る
こ
と
を
要
望
す
る
。

産
業
廃
棄
物
処
分
場
建
設
計
画

の
中
止
を
求
め
て

■
議
員　
産
業
廃
棄
物
処
分
場
建
設

予
定
地
で
あ
る
一
般
廃
棄
物
処
分
場

の
３
期
計
画
部
分
に
つ
い
て
、
市
は

一
般
廃
棄
物
処
分
場
の
開
発
協
定
に

含
ま
れ
な
い
と
言
っ
て
い
る
が
、
平

成
８
年
２
月
に
淀
江
町
、
淀
江
町
土

地
改
良
区
、
西
部
広
域
、
環
境
プ
ラ

ン
ト
の
４
者
で
確
認
書
を
交
わ
し
た

と
き
に
確
認
し
た
図
面
で
は
、
３
期

計
画
が
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。
確

認
書
で
の
範
囲
は
１
期
２
期
３
期
で

は
な
い
の
か
。

■
市
民
生
活
部
長　
こ
の
と
き
の
確

認
は
範
囲
の
確
認
で
は
な
く
、
意
向

が
あ
る
と
い
う
確
認
を
し
た
に
す
ぎ

な
い
。

■
議
員　
確
認
書
で
は
こ
の
図
面
も

見
な
が
ら
確
認
し
て
い
る
と
な
る
と
、

１
期
２
期
３
期
全
て
が
計
画
の
対
象

な
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
３
期
部
分

を
産
廃
処
分
場
に
す
る
と
な
れ
ば
、

確
認
書
の
と
お
り
に
は
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
を
再
度
４
者
で
確
認
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
３
期
は

で
き
な
い
と
い
う
文
書
は
な
い
の
か
。

■
副
市
長　
な
い
。

■
議
員　
そ
の
よ
う
な
文
書
を
作
ら

な
い
ま
ま
、
環
境
プ
ラ
ン
ト
工
業
第

２
不
燃
物
最
終
処
分
場
の
３
期
計
画

部
分
を
産
廃
処
分
場
に
す
る
計
画
に

は
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。

産
廃
処
分
場
計
画
は
中
止
す
べ
き
で

あ
る
。

各個質問



2021年3月　よなご市議会だより【64号】 12

あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

お
知
ら
せ

石
い し

橋
ば し

 佳
よ し

枝
え

 議員
（日本共産党米子市議団）

公
の
責
任
で
子
ど
も
の
生
存
権

を
保
障
す
る
保
育
を

■
議
員　
保
育
所
は
子
ど
も
の
人
権

を
守
り
、
生
存
権
を
保
障
す
る
児
童

福
祉
の
施
設
で
あ
り
、
効
率
や
採
算

だ
け
で
考
え
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

公
立
と
民
間
の
大
き
な
違
い
は
、
保

育
士
の
賃
金
格
差
で
あ
る
。
民
間
は

経
営
の
安
定
と
発
展
の
た
め
利
益
を

上
げ
る
必
要
が
あ
り
、
賃
金
は
公
立

よ
り
も
低
く
抑
え
ら
れ
る
。
給
与
や

待
遇
を
保
障
し
、
知
識
や
経
験
を
積

み
な
が
ら
保
育
士
と
し
て
育
つ
環
境

を
、
ま
ず
公
立
が
つ
く
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

■
こ
ど
も
未
来
局
長　
公
立
保
育
所

の
正
規
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
、

長
期
的
な
視
点
で
計
画
的
に
行
う
こ

と
と
し
、
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
へ

の
対
応
や
公
立
保
育
所
の
統
合
建
替

え
計
画
の
進
捗
状
況
な
ど
も
踏
ま
え
、

配
置
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員　
効
率
が
優
先
さ
れ
る
の
は

問
題
で
あ
る
。
現
在
、
米
子
市
の
保

育
所
の
雇
用
に
期
限
の
な
い
正
規
職

員
は
６
割
に
満
た
な
い
。
こ
の
正
規

の
保
育
士
を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
任
期
付
職
員
で
も
長
く
勤
め
た

い
意
思
が
あ
れ
ば
、
任
用
試
験
な
ど

を
設
け
、
有
期
で
は
な
く
期
限
の
な

い
職
員
に
す
る
道
を
開
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

■
総
務
部
長　
任
期
付
職
員
は
、
一

定
の
期
間
内
に
限
り
業
務
量
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
業
務
な
ど
、
原
則
と

し
て
３
年
を
超
え
な
い
任
期
の
職
が

あ
る
場
合
に
募
集
を
か
け
る
も
の
で

あ
り
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
て
こ
の

募
集
は
し
て
い
き
た
い
。
正
規
職
員

の
採
用
は
、
正
規
職
員
と
し
て
の
能

力
の
実
証
が
必
要
で
あ
る
。
任
期
付

職
員
と
し
て
長
期
在
職
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
だ
け
を
理
由
に
、
正
規
職

員
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

■
議
員　
平
成
27
年
か
ら
任
期
付
の

保
育
士
が
増
え
て
い
る
。
20
年
先
の

少
子
化
や
今
後
の
統
廃
合
な
ど
を
に

ら
ん
で
正
規
職
員
を
増
や
さ
な
い
の

で
は
な
く
、
今
の
子
ど
も
を
大
切
に

育
ん
で
も
ら
い
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

○
医
療
・
介
護
の
充
実
で
感
染
症
に

も
強
い
米
子
を

○
西
部
広
域
ご
み
処
理
施
設
基
本
構

想
は
根
本
的
な
見
直
し
を

土
ど

光
こ う

　均
ひとし

 議員
（よなご・未来）

淀
江
の
産
廃
処
分
場
計
画
地
に

存
在
す
る
遺
跡（
前
方
後
円
墳
）

に
つ
い
て

■
議
員　
淀
江
の
産
廃
計
画
に
関
し

て
の
現
在
の
状
況
を
問
う
。

■
市
民
生
活
部
長　
現
在
、
県
が
地

下
水
調
査
会
を
設
置
し
審
議
し
て
い

る
。
各
種
調
査
が
令
和
３
年
10
月
頃

ま
で
実
施
さ
れ
る
。
結
果
が
出
る
時

期
に
関
し
て
は
伺
っ
て
い
な
い
。

■
議
員　
こ
の
地
の
埋
蔵
文
化
財
調

査
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
に
関
し
て

経
緯
等
の
説
明
を
求
め
る
。

■
文
化
観
光
局
長　
令
和
２
年
６
月

か
ら
同
年
11
月
に
か
け
て
記
録
保
存

の
た
め
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。

■
議
員　
開
発
事
業
の
た
め
に
遺
跡

は
保
存
し
な
い
と
い
う
前
提
で
、
遺

跡
の
記
録
を
と
る
た
め
の
発
掘
調
査

が
今
回
行
わ
れ
た
。
こ
の
調
査
に
よ

り
、
前
方
後
円
墳
は
跡
形
も
な
く
な

る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
調

査
終
了
時
点
で
、
一
部
掘
削
さ
れ
て

い
る
が
原
形
は
と
ど
め
て
い
る
状
態

で
残
っ
て
い
る
。
写
真
で
示
す
。

■
議
員　
先
日
の
県
議
会
で
知
事
は

「
地
下
水
の
流
向
調
査
等
、
結
果
が

ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
、
現
状
保
存
、
一
旦
は
保

存
し
て
お
く
よ
う
な
形
を
取
る
こ
と

は
可
能
で
は
な
い
か
。
米
子
市
や
県

環
境
管
理
事
業
セ
ン
タ
ー
の
意
見
と

調
整
を
図
る
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

市
は
ど
う
対
応
す
る
か
。

■
市
長　
知
事
の
答
弁
は
妥
当
で
あ

る
。
文
化
財
保
護
法
の
趣
旨
に
基
づ

き
対
応
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員　
具
体
的
に
ど
う
対
応
す
る

の
か
。

■
文
化
観
光
局
長　
今
の
ま
ま
の
状

態
で
残
す
と
い
う
こ
と
は
、
選
択
肢

と
し
て
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

各個質問



2021年3月　よなご市議会だより【64号】13

あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

お
知
ら
せ

国
く に

頭
と う

　靖
やすし

 議員
（よなご・未来）

公
園
整
備
・
管
理
の
在
り
方
に

つ
い
て

■
議
員　
上
福
原
の
新
し
い
自
治
会

の
ガ
ー
デ
ン
コ
ー
ト
は
、
現
在
２
０

０
世
帯
あ
り
、
小
学
生
以
下
の
子
ど

も
が
約
２
０
０
人
、
住
民
は
約
８
０

０
人
で
あ
る
が
、
こ
の
地
区
に
は
三

角
形
の
い
び
つ
な
形
状
の
遊
び
場
し

か
な
い
。
住
民
か
ら
、
新
し
い
子
ど

も
の
遊
び
場
と
避
難
場
所
に
つ
い
て

要
望
が
あ
る
が
、
新
し
く
造
る
考
え

は
な
い
か
。

■
都
市
整
備
部
長　
同
地
区
内
の
指

定
避
難
所
、
指
定
緊
急
避
難
場
所
は
、

市
の
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
、
福

生
東
公
民
館
、
福
生
東
小
学
校
、
福

生
中
学
校
、
福
生
体
育
館
を
指
定
し

て
い
る
。
現
在
、
新
規
で
遊
び
場
を

造
る
予
定
は
な
い
。

■
議
員　
子
ど
も
た
ち
は
家
と
道
の

間
で
遊
ん
で
い
る
。
危
な
い
の
で
警

察
に
監
視
を
お
願
い
し
た
こ
と
も
あ

る
が
、
や
は
り
市
へ
遊
び
場
を
造
っ

て
も
ら
う
よ
う
要
望
し
よ
う
と
自
治

会
で
話
し
合
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
全
て
自
治
会
だ
け
で
解
決

で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
地
域
の
自

助
、
共
助
で
は
で
き
な
い
場
合
、
公

助
と
し
て
手
を
差
し
伸
べ
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

■
市
長　
様
々
な
御
要
望
も
あ
る
と

思
う
。
市
と
し
て
出
来
る
こ
と
は
や

っ
て
い
き
た
い
。

■
議
員　
開
発
業
者
と
住
民
が
そ
の

場
所
を
選
ん
だ
責
任
は
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
開
発
に
つ
い
て
市
も
認

可
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
緑
地
の

形
状
等
に
つ
い
て
市
が
指
導
す
べ
き

だ
っ
た
と
思
う
が
、
こ
の
よ
う
な
形

状
の
も
の
の
開
発
は
市
内
で
よ
く
見

ら
れ
る
。
今
後
の
開
発
に
つ
い
て
、

市
は
し
っ
か
り
と
関
わ
っ
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
民
間
に
よ
る
土

地
開
発
は
、
法
的
に
は
開
発
区
域
全

体
の
３
％
以
上
の
緑
地
等
を
設
け
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
住
民

に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
形
状
で
計

画
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
指
導
し

て
ま
い
り
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

○
新
商
都
米
子
の
ま
ち
づ
く
り
２
０

２
１
（
案
）
に
つ
い
て

○
災
害
時
要
支
援
者
の
在
り
方
に
つ

い
て

尾
お

沢
ざ わ

 三
み つ

夫
お

 議員
（蒼

そう
生
せい

会
かい

）

家
庭
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て

■
議
員　
教
育
基
本
法
に
お
い
て
、

子
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
父
母
そ
の

他
の
保
護
者
が
第
一
義
的
責
任
を
有

し
、
生
活
の
た
め
に
必
要
な
習
慣
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
自
立

心
を
育
成
し
、
心
身
の
調
和
の
と
れ

た
発
達
を
図
る
よ
う
努
め
る
と
あ
る

が
、
家
庭
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て

所
見
を
伺
う
。

■
市
長　
家
庭
は
子
ど
も
に
憩
い
と

安
ら
ぎ
を
与
え
る
場
で
あ
り
、
家
庭

教
育
の
重
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い

る
。

■
議
員　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

■
教
育
長　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
と
は
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
の
著
し
い
変
化
に
伴
い
、
地

域
住
民
と
学
校
が
力
を
合
わ
せ
、
学

校
運
営
に
取
り
組
む
も
の
で
あ
る
。

■
議
員　
全
て
の
元
に
な
る
の
は
、

家
族
で
あ
り
家
庭
で
あ
る
。
子
ど
も

は
地
域
の
宝
、
米
子
の
宝
で
あ
り
、

家
庭
教
育
に
関
す
る
取
組
を
一
層
進

め
る
た
め
、
家
庭
教
育
支
援
条
例
が

必
要
と
考
え
る
。

「
新
商
都
米
子
」
の
ま
ち
づ
く

り
２
０
２
１
に
つ
い
て

■
議
員　
か
つ
て
「
山
陰
の
商
都
米

子
」
と
言
わ
れ
た
時
代
が
あ
っ
た
こ

と
に
思
い
を
巡
ら
せ
、
今
「
新
商
都

米
子
」
に
新
鮮
な
響
き
を
感
じ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
市
長
が
創
造
さ
れ
る

新
商
都
米
子
の
イ
メ
ー
ジ
を
伺
う
。

■
市
長　
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し

く
、
地
域
の
豊
か
な
自
然
を
生
か
し

た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出

や
ま
ち
な
か
と
郊
外
の
一
体
的
な
発

展
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
事
業

は
全
国
で
も
取
組
が
始
ま
っ
て
い
る

が
、
本
市
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

■
市
長　
本
市
の
事
業
は
、
歩
い
て

楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
で
あ
り
、

米
子
駅
、
角
盤
町
、
米
子
港
の
３
つ

の
周
辺
エ
リ
ア
で
進
め
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

■
議
員　
「
新
商
都
米
子
」
の
ま
ち

づ
く
り
に
は
、
大
所
高
所
か
ら
の
展

望
と
た
ゆ
ま
ぬ
変
化
へ
の
対
応
が
何

に
も
増
し
て
必
要
で
あ
り
、
大
い
に

期
待
し
て
い
る
。

各個質問
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令和２年米子市議会１１月臨時会提出議案審議結果一覧表

議案番号 件　　　　　　名 議決結果

議案第95号 米子市一般職の職員の給与に関する条例及び米子市任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を
改正する条例の制定について 原案可決

令和２年米子市議会１２月定例会提出議案等審議結果一覧表
●賛否が分かれた議案及び陳情●	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ○： 賛 成　 ×： 反 対　 議： 議 長

賛否の状況
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通議案等番号 件　　　　　　名 議決結果

議案第97号 米子市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の
利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

議案第101号 鳥取県西部広域行政管理組合規約を変更する協議について 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○
議案第116号 令和２年度米子市一般会計補正予算（補正第１０回） 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

陳情第71号 全国知事会の提言に基づき、新型コロナウイルス禍における日米地位協定の抜本的改定に取
り組むよう国及び関係機関への意見書提出についての陳情 不採択 × 議 ×     × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○

陳情第72号 情報公開請求に関する開示方法について（陳情） 不採択 × 議 × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○
陳情第73号 日本学術会議任命拒否問題に係る真相究明等を求める意見書の提出について（陳情） 不採択 × 議 × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○
陳情第74号 地方消費者行政の拡充を求める意見書の提出について（陳情） 不採択 × 議 × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○
陳情第75号 保健所の機能強化を求める意見書の提出について（陳情） 不採択 × 議 × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○
陳情第76号 米子市の公聴制度について（陳情） 不採択 × 議 × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○
陳情第77号 米子市議会における、広報・公聴制度のあり方について（陳情） 不採択 × 議 × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○

陳情第78号 米子市市有地であるところの百塚古墳群について産業廃棄物最終処分場建設計画の決定がなさ
れるまで、古墳を壊さず現状保存するよう鳥取県に要望すべきことに関する陳情 不採択 × 議 × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○

陳情第79号 安心安全な教育環境のための少人数学級を求める意見書の提出を求める陳情 不採択 × 議 × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○
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●報告●
報告番号 件　　　　　　名

報告第16号 議会の委任による専決処分について（損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について）
報告第17号 議会の委任による専決処分について（損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について）

●全会一致で議決した議案等●
議案等番号 件　　　　　　名 議決結果
議案第96号 財産の取得について 原案可決
議案第98号 米子市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第99号 米子市地方活力向上のための固定資産税の課税免除及び不均一課税に関する条例の一部を改正する条例の制
定について 原案可決

議案第100号 財産の処分についての議決の一部変更について 原案可決
議案第102号 米子市伯耆古代の丘公園及び上淀白鳳の丘展示館の指定管理者の指定について 原案可決
議案第103号 米子市淀江温浴施設の指定管理者の指定について 原案可決
議案第104号 米子市淀江農林産物直売施設の指定管理者の指定について 原案可決
議案第105号 米子水鳥公園及び米子水鳥公園ネイチャーセンターの指定管理者の指定について 原案可決
議案第106号 米子市心身障害者福祉センター及び米子サン・アビリティーズの指定管理者の指定について 原案可決
議案第107号 米子市シルバーワークプラザの指定管理者の指定について 原案可決
議案第108号 米子市福祉保健総合センターの指定管理者の指定について 原案可決
議案第109号 米子市観光センターの指定管理者の指定について 原案可決
議案第110号 米子市体育施設及び米子市都市公園の指定管理者の指定について 原案可決

令和２年米子市議会１１月臨時会提出議案審議結果一覧表
●全会一致で議決した議案●

議案番号 件　　　　　　名 議決結果

議案第94号 米子市特別職の職員の給与に関する条例及び米子市教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について 原案可決

令和２年米子市議会１２月定例会提出議案等審議結果一覧表
●賛否が分かれた議案及び陳情●	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ○： 賛 成　 ×： 反 対　 議： 議 長

賛否の状況
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通議案等番号 件　　　　　　名 議決結果

議案第97号 米子市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の
利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

議案第101号 鳥取県西部広域行政管理組合規約を変更する協議について 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○
議案第116号 令和２年度米子市一般会計補正予算（補正第１０回） 原案可決 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

陳情第71号 全国知事会の提言に基づき、新型コロナウイルス禍における日米地位協定の抜本的改定に取
り組むよう国及び関係機関への意見書提出についての陳情 不採択 × 議 ×     × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○

陳情第72号 情報公開請求に関する開示方法について（陳情） 不採択 × 議 × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○
陳情第73号 日本学術会議任命拒否問題に係る真相究明等を求める意見書の提出について（陳情） 不採択 × 議 × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○
陳情第74号 地方消費者行政の拡充を求める意見書の提出について（陳情） 不採択 × 議 × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○
陳情第75号 保健所の機能強化を求める意見書の提出について（陳情） 不採択 × 議 × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○
陳情第76号 米子市の公聴制度について（陳情） 不採択 × 議 × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○
陳情第77号 米子市議会における、広報・公聴制度のあり方について（陳情） 不採択 × 議 × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○

陳情第78号 米子市市有地であるところの百塚古墳群について産業廃棄物最終処分場建設計画の決定がなさ
れるまで、古墳を壊さず現状保存するよう鳥取県に要望すべきことに関する陳情 不採択 × 議 × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○

陳情第79号 安心安全な教育環境のための少人数学級を求める意見書の提出を求める陳情 不採択 × 議 × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○
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●陳情の議決結果の理由等①●

陳情
第71号

【不採択とした理由】
①日米地位協定の考え方は、日米安全保障条約と一体的と思われるが、海洋国家の我が国にとって日米安全保障条約は不可欠であ
り、昨今の中国の海洋進出等に鑑みても、日米共同で対峙していく体制を維持すべきと考えるため。
②日本の法令の適用については、コロナ禍における出入国の検疫と合わせ、例えば米軍人による国内での犯罪の対応についても日本に
委譲しつつあるため。
③本陳情に全国知事会の提言が資料として添付されているが、提言には、新型コロナウイルスに関する内容はなく、本陳情の表題にそ
ぐわないため。
④国防・防衛は国の専権事項であるため、本市議会から国に意見書を提出することには賛同できないため。
 ＜賛成意見＞
①日米地位協定は、米軍関係者の日本は敗戦国だという発想が抜け切れていない協定だと考えている。
②２０１８年に全国知事会が日米地位協定の抜本的改定を求める提言を国に提出しているが、いまだに改定がなされていないこと、米
軍基地内においては、他国と違い日本の法令が適用されておらず、新型コロナウイルスに関しても、米軍基地等からの出入国を検疫する
権限は日本にはないため、沖縄県民は不安を募らせていることを考えると、全国知事会の提言を後押しすべきである。
 ＜反対意見＞
①日米地位協定の考え方は、日米安全保障条約と一体的と思われるが、海洋国家の我が国にとって日米安全保障条約は不可欠であ
り、昨今の中国の海洋進出等に鑑みても、日米共同で対峙していく体制を維持すべきと考える。
②日本の法令の適用については、コロナ禍における出入国の検疫と合わせ、例えば米軍人による国内での犯罪の対応についても日本に
委譲しつつある。
③本陳情に全国知事会の提言が資料として添付されているが、提言には、新型コロナウイルスに関する内容はなく、本陳情の表題にそ
ぐわない。
④国防・防衛は国の専権事項であるため、本市議会から国に意見書を提出することには賛同できない。

陳情
第72号 

【不採択とした理由】
①本市では、情報公開を希望する方が来庁しなくても、郵送等で対応できる体制が整っているため。
②電子メールでの情報公開は、なりすましや誤送信等のセキュリティ上の問題があるため、現時点では困難と考えるため。
 ＜賛成意見＞
　住民が公文書等の情報を得やすくなるよう体制を整えることは、行政として当然のことである。よって、セキュリティ上の問題を解決
し、電子メールでの情報公開が行えるようにすることが必要である。
 ＜反対意見＞
①本市では、情報公開を希望する方が来庁しなくても、郵送等で対応できる体制が整っている。
②電子メールでの情報公開は、なりすましや誤送信等のセキュリティ上の問題があるため、現時点では困難と考える。

陳情
第73号 

【不採択とした理由】
①菅内閣総理大臣は、日本学術会議が推薦した委員の中から任命しており、推薦のない人を任命したわけではない。人事案件に関して、
公表するか否かについては、任命権者の考え方によるものであるため。
②本陳情には、「学問の自由を保障した憲法第２３条に抵触する」、「任命拒否された６人は、政府にとって耳の痛い事柄について、政府
に意見してきた」等の記述があるが、本市議会としてどこまで確実に言えるか疑義があるため、国に意見書を提出することには賛同でき
ないため。
 ＜賛成意見＞
　菅内閣総理大臣が、日本学術会議が推薦した候補者のうち６名の会員の任命を拒否したことについて、政府は日本国憲法第１５条
で、公務員の選定は、国民固有の権利と規定しており、国民の代表である国会議員によって、国会で定められた法律に則り公務員を選定
すると説明しているが、日本学術会議会員の任命基準について、日本学術会議法は、「優れた研究又は業績がある科学者のうち」と規
定している。そのため、菅首相は任命拒否した６人について、優れた研究または業績がないということを国民に説明すべきであり、説明し
ないということは、逆に国民固有の権利を侵害している。あわせて、任命を拒否したこと自体が学問の自由の侵害に当たると思われる。
真相究明は絶対に必要と考えるため、本陳情に賛同する。
 ＜反対意見＞
①菅内閣総理大臣は、日本学術会議が推薦した委員の中から任命しており、推薦のない人を任命したわけではない。人事案件に関して、
公表するか否かについては、任命権者の考え方によるものである。
②本陳情には、「学問の自由を保障した憲法第２３条に抵触する」、「任命拒否された６人は、政府にとって耳の痛い事柄について、政府に
意見してきた」等の記述があるが、本市議会としてどこまで確実に言えるか疑義があるため、国に意見書を提出することには賛同できない。

陳情
第74号 

【不採択とした理由】
①消費者の権利擁護の観点から消費者行政が大変重要なことは認識しているが、本市の消費生活相談員が、相談件数に対して不足と
いう実態はない。また、水準を向上させる観点から見ても国の補助や研修が十分になされているため。
②国は、既に現在の様々な課題解決に向けてどのように企画、政策を進めていくか等のガイドラインを出していると認識をしており、また、
消費者行政の拡充は、県がリードをして県内の消費生活相談の体制整備であるとか対応能力の向上等の取組もなされるものであるため。
③財政支援については、地方消費者行政強化交付金を通じて、地方公共団体の意見を取り入れながら、対象経費や事業メニューについ
て随時見直しが行われているものと認識している。また、消費者庁において、消費生活相談体制の強化、消費生活相談の質の向上等を
政策目標とした事業を今年度から始めている等対策がなされているので賛同できないため。

令和２年米子市議会１２月定例会提出議案等審議結果一覧表



2021年3月　よなご市議会だより【64号】17

あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

お
知
ら
せ

●陳情の議決結果の理由等②●

令和２年米子市議会１２月定例会提出議案等審議結果一覧表

陳情
第74号 

 ＜賛成意見＞
①消費者のトラブルだけでなく、消費生活全般にわたっての行政というのは大事であり、それをきちんと進めていく体制が取れていない
と考えることから消費者問題にしっかり取り組んでいただきたい。
②消費者の権利擁護、消費者行政というのはますます重要になっており、対応している相談員への保障をきちんとしていくためにも消
費者行政の拡充はもっとされるべきである。
 ＜反対意見＞
①消費者の権利擁護の観点から消費者行政が大変重要なことは認識しているが、本市の消費生活相談員が、相談件数に対して不足と
いう実態はない。また、水準を向上させる観点から見ても国の補助や研修が十分になされている。
②国は、既に現在の様々な課題解決に向けてどのように企画、政策を進めていくか等のガイドラインを出していると認識をしており、また、
消費者行政の拡充は、県がリードをして県内の消費生活相談の体制整備であるとか対応能力の向上等の取組もなされるものである。
③財政支援については、地方消費者行政強化交付金を通じて、地方公共団体の意見を取り入れながら、対象経費や事業メニューについ
て随時見直しが行われているものと認識している。また、消費者庁において、消費生活相談体制の強化、消費生活相談の質の向上等を
政策目標とした事業を今年度から始めている等対策がなされているので賛同できない。

陳情
第75号

【不採択とした理由】
①国は令和２年度の第一次、第二次補正予算を通じ、保健所の人員の強化に取り組んでおり、新型コロナウイルス感染対策のための体
制を充実させてきている。また、地方自治体、地域の医師会等の連携によって保健所機能の分担強化を図るべきであるため。
②国において、第三次補正予算、次年度の予算に関しても保健所の機能強化のための施策を行っていくとのことであり、新型コロナウイ
ルス対策全体として見たときに、保健所への対応に留まらず、全体を捉まえた判断をしていると考え、国の進める保健所機能強化策を注
視していくべきであるため。
③保健所の数が減ったということではなく、地域保健法改正により健康相談、保健指導などは市で、精神保健、難病対策、感染症対策
は県という役割分担のもと、コロナ禍の緊急対応においては、県との協定のもと、市も保健師の派遣を行うなど対応しているため。
④保健所における新型コロナウイルスの感染拡大への対策については、設置自治体が国と連携しながら、県は近隣の自治体等とも連携
をしながら業務を推進しているとともに、国も保健所機能への対策を講じていくと認識している。また、新型コロナウイルスの感染拡大
への対策で求められていることは、保健所の重要性と併せて、様々な専門機関、専門職職員の支援、拡充であると考えるため。
 ＜賛成意見＞
①保健所が十分に機能できていない面があると思われることから、意見書を是非国に出すべきである。
②これから先、どういうことが起こるのか予測のつかないなか、保健所の役目はコロナウイルスへの対策だけではなく、ほかの業務もあ
り、十分に行われていないのではと考える。国が保健所機能を強化しようする方針はあるものの、意見書をあげて国が強力に取り組むよ
うにすべき。
 ＜反対意見＞
①国は令和２年度の第一次、第二次補正予算を通じ、保健所の人員の強化に取り組んでおり、新型コロナウイルス感染対策のための体
制を充実させてきている。また、地方自治体、地域の医師会等の連携によって保健所機能の分担強化を図るべきである。
②また、国において、第三次補正予算、次年度の予算に関しても保健所の機能強化のための施策を行っていくとのことであり、新型コロ
ナウイルス対策全体として見たときに、保健所への対応に留まらず、全体を捉まえた判断をしていると考え、国の進める保健所機能強化
策を注視していくべきである。
③また、保健所の数が減ったということではなく、地域保健法改正により健康相談、保健指導などは市で、精神保健、難病対策、感染
症対策は県という役割分担のもと、コロナ禍の緊急対応においては、県との協定のもと、市も保健師の派遣を行うなど対応している。
④また、保健所における新型コロナウイルスの感染拡大への対策については、設置自治体が国と連携しながら、県は近隣の自治体等と
も連携をしながら業務を推進しているとともに、国も保健所機能への対策を講じていくと認識している。また、新型コロナウイルスの感
染拡大への対策で求められていることは、保健所の重要性と併せて、様々な専門機関、専門職職員の支援、拡充であると考える。

陳情
第76号 

【不採択とした理由】
①現在の本市の対応として、重要な意見・要望等の集約については一定のルールの中で対応しており、現状の体制のままでよいと考える
ため。
②本市には、多くの意見、要望等が寄せられるが、それを一元的に集約し、各課に振り分け、再び集約して回答するようなことは必要な
いため。
 ＜賛成意見＞
　本市の各課に市民から寄せられた意見、要望等については、一元的に集約できるものは集約し、回答するよう、一定のルールをつくっ
たほうが良い。以前、市の監査委員から、正式な文章によるものではなく口頭ではあるが、そのよう話があったと伺った。その意見を受け
止め、集約できる体制を検討していただきたい。
 ＜反対意見＞
①現在の本市の対応として、重要な意見・要望等の集約については一定のルールの中で対応しており、現状の体制のままでよいと考え
る。
②本市には、多くの意見、要望等が寄せられるが、それを一元的に集約し、各課に振り分け、再び集約して回答するようなことは必要な
い。
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●陳情の議決結果の理由等③●

令和２年米子市議会１２月定例会提出議案等審議結果一覧表

陳情
第77号 

【不採択とした理由】
①議長及び副議長が必要と判断した市民、県民等からの意見・要望については、既に全議員に配付することとしており、対応ができてい
るため。
②ある程度のフィルターにかけ対応しているのが実情であり、陳情の原因とされている内容の実情と陳情の趣旨がマッチしていないた
め。
 ＜賛成意見＞
　個人に対する誹謗中傷があるもの以外の内容の意見や要望は基本的に全議員に周知すべきである。
 ＜趣旨に賛成する意見＞
　一律に全てを全議員に配付、周知すべきであるとは思わないが、公序良俗に反するもの、個人情報が記載されているもの以外の内容
の意見や要望は基本的に全議員に配付、周知すべきであること、陳情の趣旨は明確であるが、陳情の原因に記載されている客観的事実
は確認できていない。
 ＜反対意見＞
①議長及び副議長が必要と判断した市民、県民等からの意見・要望については、既に全議員に配付することとしており、対応ができてい
る。
②ある程度のフィルターにかけ対応しているのが実情であり、陳情の原因とされている内容の実情と陳情の趣旨がマッチしていない。

陳情
第78号 

【不採択とした理由】
①記録保存の調査によって掘削をされており、この状態を現状保存することは、健全な状態で保存することにはならないため。
②原状回復をすることを前提にこの調査が行われ、埋め戻しをして元の状態に戻すということで、記録保存か現状保存かという議論の
話ではなく、もう既に記録保存ができる状態まで調査が行われているため。
 ＜賛成意見＞
　発掘調査後は元に埋め戻すため、陳情者が言われる産廃計画の決定がなされるまで、古墳を壊すことなく現状保存をされることが可
能であると考える。
 ＜反対意見＞
①記録保存の調査によって掘削をされており、この状態を現状保存することは、健全な状態で保存することにはならない。
②原状回復をすることを前提にこの調査が行われ、埋め戻しをして元の状態に戻すということで、記録保存か現状保存かという議論の
話ではなく、もう既に記録保存ができる状態まで調査が行われている。

陳情
第79号

【不採択とした理由】
①少人数学級を求めるこの方向性については同じ考えだが、今はコロナ禍で新しい生活様式やその対策が学校現場でも優先となってい
る。加えて、職員数や教室数などの懸念もあることから賛同できないため。
②２０人学級の人数の妥当性についての疑問があること、ＧＩＧＡスクール構想という学級人数を減らすこととは別の、国の様々な動きを
注視したいため。
③少人数学級は、すぐに実現できないことであり、コロナ禍の対策としては良い方法ではなく、またＧＩＧＡスクール構想でＩＣＴの利用
方法等様々な議論があり、まだ議論が必要であるため。
④学校現場においては、感染拡大防止対策を最優先にしていると認識しており、また、当局においても情報発信であるとか、教育現場
のその対策というのは全力で取り組んでいると認識していることから賛同できないため。
⑤ＩＣＴの活用、ＧＩＧＡスクール構想が進展中であることを鑑み、今の段階では政府の教育再生実行会議の初中等教育ワーキング・グ
ループの会議を注視すべきであるため。
⑥少人数によるきめ細やかな指導体制の計画的な整備、ＩＣＴの活用等を新しい時代の学びの環境の整備として既に検討を進められて
いることから賛同できないため。
 ＜賛成意見＞
　子どものグループ、集団が小さいと、一人一人が主体性をもって学び、子ども同士も互いのことをよく分かり合いながら切磋琢磨、啓発
し合うという関係が生まれる。加えて、他国と比べて教員の自己研鑽率が低いことがＯＥＣＤの報告資料にあり、その原因として、多忙
さが考えられる。教員の数を増やし、少人数学級を増やし、子どもにも教員にも良い教育の現場を作っていただきたい。
 ＜反対意見＞
①少人数学級を求めるこの方向性については同じ考えだが、今はコロナ禍で新しい生活様式やその対策が学校現場でも優先となってい
る。加えて、職員数や教室数などの懸念もあることから賛同できない。
②２０人学級の人数の妥当性についての疑問があること、ＧＩＧＡスクール構想という学級人数を減らすこととは別の、国の様々な動きを
注視したい。
③少人数学級は、すぐに実現できないことであり、コロナ禍の対策としては良い方法ではなく、またＧＩＧＡスクール構想でＩＣＴの利用
方法等様々な議論があり、まだ議論が必要である。
④学校現場においては、感染拡大防止対策を最優先にしていると認識しており、また、当局においても情報発信であるとか、教育現場
のその対策というのは全力で取り組んでいると認識していることから賛同できない。
⑤ＩＣＴの活用、ＧＩＧＡスクール構想が進展中であることを鑑み、今の段階では政府の教育再生実行会議の初中等教育ワーキング・グ
ループの会議を注視すべきである。
⑥少人数によるきめ細やかな指導体制の計画的な整備、ＩＣＴの活用等を新しい時代の学びの環境の整備として既に検討を進められて
いることから賛同できない。



　無料アプリ「マチイロ」を利用して、いつでもどこでも市議会だよりを読むことができ
ます。
　スマートフォン用アプリケーションで、「マチイロ」に登録している自治体の広報紙や議会
だよりをスマートフォンやタブレットなどで読むことができます。ぜひ、ご利用ください！
※アプリのダウンロードは無料でできますが、通信費は利用者の負担となります。

で市議会だよりをもっと身近に

３月３日（水） 本会議（開会、議案上程） １６日（火） 総務政策委員会、予算総務政策分科会

５日（金） 本会議（各個質問） １７日（水） 民生教育委員会、予算民生教育分科会

８日（月） 本会議（各個質問） １８日（木） 都市経済委員会、予算都市経済分科会

１０日（水） 本会議（各個質問） ２２日（月） 予算決算委員会（全体会）

１１日（木） 本会議（各個質問、議案質疑、委員会付託） ２４日（水） 本会議（付議案の処理、閉会）

１５日（月） 予算決算委員会（全体会）

3 月定例会日程

予算決算委員会のインターネット中継を行います
　米子市議会では、本会議のインターネット中継のほかに、次年度の当初予算に関する予
算総括質問を行う３月定例会と前年度の決算総括質問を行う９月定例会の年２回の定例会
において、予算決算委員会（全体会）の総括質問のインターネット中継を行なっています。
　令和３年３月定例会は、３月１５日（月）の午前１０時から開催する
予算決算委員会（全体会）を中継します。
ぜひ、ごらんください！

※裏表紙に市議会ホームページのURL・二次元コードを掲載して
　いますのでご利用ください。

3月15日
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表紙写真・イラスト募集中！
よなご市議会だよりを、皆様に親しまれ、より身近な広報紙とするため表紙写真等を募集します。

あなたの作品で表紙を飾ってみませんか。

応募
資格 米子市内に住んでいる方、または通勤・通学している方

応募
内容

写真  ●応募者が米子市内で撮影した写真で未発表のもの
 ※組み写真、合成写真不可

●個人が特定できる写真は、本人の承諾を得たもの
※デジタル写真は600万画素以上
（A4サイズで印刷しても画像が荒れないもの）
※プリント写真は2Lサイズ以上

イラスト（手書き） ハガキサイズ以上、A３サイズ以下
イラスト（データ） A4サイズで印刷しても画像が荒れないもの

締切 令和3年3月15日（月）【令和３年6月１日発行号】
※発行される季節に見合う写真・イラストをお待ちしています！

選定
方法

●期日までに応募のあった作品から広報広聴委員会において選定します。
●応募作品がない場合や採用作品がない場合は、本委員会で撮影した写真を使用するか、

過去にご応募いただいた作品の中から選定します。

応募
方法

住所、氏名（ふりがな）、電話番号、作品タイトル、写真の場合は撮影場所、撮影年月を明
記の上、郵送、持参、電子メールで下記の問い合わせ先までご応募ください。
※写真やイラストのデータを電子メールで応募される場合は、5メガバイト以下の容量で
送信してください。セキュリティの関係上、５メガバイト以上のデータを受信することがで
きません。
　送信できない場合は、恐れ入りますが、データをSＤカード等に保存してご持参いただ
くか、写真（２Lサイズ以上）またはイラスト（A4サイズ以上、A３サイズ以下）の現物を郵
送もしくはご持参いただきますようお願いします。
※必要に応じて、写真の元データやイラストの現物の提出をお願いすることがあります。

※応募作品に関する著作権、肖像権等の問題が発生した場合、その責任及び解決は応募者に帰属します。
※採用作品は市議会だよりの掲載をもって発表とします。
※応募作品は、無償で米子市議会が使用することに承諾したものとします。
※希望される方には作品を返却します。　※トリミングを行う場合があります。

お問い合わせ先
米子市議会事務局　〒683-8686 米子市加茂町一丁目１番地

TEL：（０８５９）３２-０３０２　FAX：（０８５９）３５-６４６４
メール：gikai@city.yonago.lg.jp
URL：https://www.city.yonago.lg.jp/gikai/
ご意見等ありましたら、電話・FAX・メールでお気軽にお寄せください。
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